
  

 

  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 

     
 

   

 
 

 

                

尾
崎
楠
馬
先
生 

(

国
語
、
在
職
1907

～
1911

年) 

         

本
校
校
歌
の
作
曲
・
補
筆
者
で
あ
る
尾
崎
楠

馬
先
生
は
、
1878

［
明
治
11

］
年
10

月
、
高
知
県

安
芸
郡
の
お
生
ま
れ
。
高
知
尋
常
中
学
校
を
経

て
、
1900

［
明
治
33

］
年
４
月
、
高
知
県
師
範
学

校
本
科(

高
知
大
学
教
育
学
部
の
母
体
の
一
つ)

を

卒
業
し
、
芸
陽
高
等
小
学
校
に
奉
職
さ
れ
ま
し

た
。
1903

年
、
東
京
高
等
師
範
学
校(

後
の
東
京
教

育
大
学
、
現
筑
波
大
学)

に
入
学
し
、
1907

年
３
月
、

同
校
本
科
国
語
漢
文
部
を
卒
業
、
４
月
に
茨
城

県
立
土
浦
中
学
校
に
赴
任
さ
れ
ま
し
た
。 

 

尾
崎
先
生
は
、
高
等
師
範
学
校
卒
業
時
に
、

校
友
会
会
長
嘉
納
治
五
郎
(注 1)

先
生
よ
り
表
彰

さ
れ
た
の
に
加
え
て
、
同
会
短
艇(

端
艇
。
ボ
ー

ト)

部
長
・
同
会
游
泳(

水
泳)

部
長
よ
り
そ
れ
ぞ

れ
賞
を
受
け
る
な
ど
、
文
武
の
道
を
究
め
ら
れ

ま
し
た
。
こ
の
尾
崎
先
生
の
人
物
像
を
、
土
浦

中
学
で
出
会
い
、
盟
友
と
な
っ
た
小
田
原
勇
先

生(

国
語 

在
職

1906

年
～

1907

年)

は
、
次
の
よ
う
に
記

し
て
い
ま
す
。 

｢
 

多
芸
多
才
の
才
人 

 

霞
ヶ
浦
を
眼
下
に
遙
か
西
の
方
筑
波
を
見

は
る
か
す
真
鍋
高
台
の
土
浦
中
の
教
壇
に
立

っ
た
白
面
の
青
年
教
師
は
、
五
分
刈
り
頭
に
浅

黒
い
顔
、
別
に
娑
婆
気
も
洒
落
気
も
な
く
、
気

取
っ
た
と
こ
ろ
な
ど
微
塵
も
な
か
っ
た
。
た
だ

不
屈
の
意
志
の
閃
き
【
ひ
ら
め
き
】
と
、
時
あ

っ
て
紫
電
【
し
で
ん 

鋭
い
眼
の
光
り
】
迸
る
【
ほ

と
ば
し
る
】
力
を
深
淵
の
底
に
秘
め
た
双
眸
【
そ

う
ぼ
う 

左
右
両
方
の
ひ
と
み
。
両
眼
】
だ
け
が
異

色
で
あ
り
、
鼻
下
の
黒
い
美
髯
【
び
ぜ
ん 

立

派
な
ひ
げ
】
の
み
が
異
彩
を
放
っ
て
い
た
に
過

ぎ
な
か
っ
た
。 

 

人
に
接
し
て
は
温
厚
、
礼
儀
正
し
く
、
時
あ

っ
て
は
諧
謔
【
か
い
ぎ
ゃ
く 

面
白
い
気
の
利
い

た
言
葉
。
し
ゃ
れ
。
ユ
ー
モ
ア
】
を
弄
し
笑
わ
せ

た
が
、
一
面
犀
利
【
さ
い
り 

堅
く
鋭
い
こ
と
。

転
じ
て
、
文
章
の
勢
い
、
頭
の
働
き
な
ど
が
鋭
い
こ

と
】
鋭
鋒
【
え
い
ほ
う 

鋭
く
攻
め
立
て
る
、
そ
の

勢
い
。
転
じ
て
、
言
論
な
ど
に
よ
る
鋭
い
攻
撃
】
人

の
肺
腑
を
抉
る
【
え
ぐ
る
】
辛
辣
【
し
ん
ら
つ 

極

め
て
手
厳
し
い
こ
と
】
な
毒
舌
も
あ
り
、
虫
が
好

か
ぬ
と
な
れ
ば
絶
対
に
胸
襟
を
披
く
【
き
ょ
う

き
ん
を
ひ
ら
く 

心
中
を
打
ち
明
け
る
】
人
で
は
な

か
っ
た
し
、
殊
に
清
廉
潔
白
で
曲
が
っ
た
事
は

秋
毫
【
し
ゅ
う
ご
う 

い
さ
さ
か
。
僅
か
（
わ
ず
か
）
】

も
仮
借
【
か
し
ゃ
く 

見
逃
す
こ
と
。
許
す
こ
と
】

し
な
い
厳
し
さ
が
あ
っ
た
。 

 

稀
に
見
る
学
殖
人
格
に
加
う
る
に
運
動
は

高
師
の
端
艇
の
選
手
で
あ
り
、
庭
球
も
堂
に
入

っ
た
も
の
で
あ
っ
た(

但
し
、
野
球
だ
け
は
食

わ
ず
嫌
い
一
顧
も
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
が
後

日
見
中
【
静
岡
県
立
見
付
中
学
校
、
現
静
岡
県
立
磐

田
南
高
等
学
校
】
に
野
球
が
育
た
な
か
っ
た
因

を
な
し
て
い
る)

。
そ
れ
に
音
楽
に
堪
能
で
、

オ
ル
ガ
ン
を
巧
み
に
弾
き
唱
歌
を
よ
く
す
る

の
は
不
思
議
で
な
い
と
し
て
、
長
唄
端
唄
俗
曲

詩
吟
何
で
も
ご
ざ
れ
で
、
聞
く
者
を
し
て
美
声

妙
音
に
恍
惚
た
ら
し
む
る
も
の
が
あ
っ
た
。
か

の
大
字
典
編
集
の
偉
業
を
完
遂
し
た
同
郷
の

盟
友
栄
田
猛
猪
氏
の｢

大
字
典｣

跋
記
に
、
『
余

が
終
日
筆
を
握
り
、
気
餒
え
【
う
え 

飢
え
】

胸
痛
み
憂
鬱
遣
る
に
由
な
き
時
、
忽
ち
来
た
り

て
詩
を
吟
じ
思
い
を
攄
べ
【
の
べ 

述
べ
】
、
以

っ
て
余
を
慰
め
余
を
労
り
【
い
た
わ
り
】
し
は
、

余
が
二
十
年
来
の
心
友
尾
崎
楠
馬
君
な
り

き
。』
と
書
か
れ
て
あ
る
。
瞑
目
【
め
い
も
く 

眼

を
閉
じ
る
こ
と
】
す
れ
ば
凜
々
た
る
あ
の
吟
声

が
天
の
彼
方
か
ら
静
か
に
流
れ
来
た
る
よ
う

で
胸
迫
る
思
い
が
す
る
。 

 

文
筆
の
才
に
驚
嘆
し
た
の
は
見
中
時
代
の

こ
と
で
あ
っ
た
。｣(

尾
崎
楠
馬
先
生
遺
稿
集
刊
行

会
刊
『
尾
崎
楠
馬
先
生
遺
稿
集
』｢

尾
崎
先
生
の
片

影｣
) 

  

尾
崎
先
生
は
、
授
業
の
傍
ら
、
小
田
原
先
生

と
10

周
年
記
念
事
業
の
新
艇
建
造
・
艇
庫
建
設

に
奔
走
し
、
生
徒
た
ち
に
は
漕
法
や
楽
団
の
指

導
、
夏
休
み
の
水
泳
指
導
(注 2)

、
と
八
面
六
臂(

は

ち
め
ん
ろ
っ
ぴ 

八
つ
の
顔
と
六
つ
の
ひ
じ
。
転
じ

て
、
一
人
で
数
人
分
の
手
腕
を
発
揮
す
る
た
と
え)

の

大
活
躍
を
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

1911

年
７
月
、
尾
崎
先
生
は
、
土
浦
中
学
校
か

ら
東
京
府
青
山
師
範
学
校(

東
京
学
芸
大
学
教
育

学
部
の
母
体
の
一
つ)

に
転
じ
、
1917

［
大
正
６
］
年

に
は
静
岡
県
浜
松
師
範
学
校(

静
岡
大
学
教
育
学

部
の
母
体
の
一
つ)

教
諭
に
任
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。

1922

［
大
正
11

］
年
、
静
岡
県
立
見
付
中
学
校
の

初
代
校
長
を
拝
命
す
る
と
、
三
顧
の
礼
を
尽
く

し
て
、
朝
鮮
龍
山
中
学
校(

ソ
ウ
ル
特
別
市
の
現

龍
山
高
等
学
校)

教
諭
を
さ
れ
て
い
た
小
田
原

先
生
を
教
頭
に
招
聘
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

二
人
は
、

見
付
中
学

校
創
設
を

機
に
再
会

し
、
同
校
の

校
長
・
教
頭

と
し
て
、
真

の
人
間
教

育
を
目
指

し
て
協
力
、

奮
闘
し
、
見

事
な
成
果

を
挙
げ
ら

れ
ま
し
た
。 

第１７５号 

号 

号 

 

号 

 霞ヶ浦遠漕……1909［明治 42］年の鹿島遠漕 １ 
 休日を利用して筑波山に挑んでいた土中生ですが、1907年に５隻のボートが
進水すると、尾崎楠馬先生のご指導宜しきを得て、ボート熱が一気に高まり、霞
ヶ浦遠漕を試みる生徒も出てきました。今号から、５年生橋本芳雄(中９回)の｢鹿
島遠漕記事｣(1910年１月発行『進修第 13号』所収)で、霞ヶ浦に挑んだ生徒たち
の姿を描いていきます。また、同行の尾崎先生も、ご自身の日記にこのことを記
されていますので、併せて紹介します。《  》内は尾崎先生の日記で、引用文中
の【   】内は筆者による注記です。旧字体は新字体に改めました。 
なお、遠漕の航路図を進修同窓会ＨＰの『月刊 Acanthus』第 175号３頁に掲載

しています。 

（土浦一高・旧土浦中学とその周辺の物語） 
2024（令和６）年２月２０日   
茨城県立土浦第一高等学校  
進修同窓会旧本館活用委員会  
ＨＰ  http:www.sin-syu.jp/ 
 

進修同窓会 HPにアクセス 

1907年に進水した土浦中学の５隻のボート 
同年 11月 24日に撮影されたと思われる写真。橋本 

たちもこのボートで鹿島遠漕に挑んだ 

 

尾崎楠馬先生 

見附中学校初代校長 尾崎楠馬先生 



  

 

 
 
｢

学
園
は

自
分
た
ち

で
つ
く
ろ

う｣

の
合
い

言
葉
の
下

に｢

師
弟
同

行｣

、
先
生

も
生
徒
も

一
緒
に
汗

を
流
し
、
学

校
建
設
を

成
し
遂
げ

る
中
で
、
見

付
中
学
の

基
礎
が
築 

か
れ
、
建
学
の
精
神
が
創
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
精
神
は｢

ド
カ
中
精
神
(注 3)

・
見
中
魂｣

と
語

り
継
が
れ
、
両
先
生
は
、
見
付
中
・
磐
田
南
高

の
同
窓
生
や
在
校
生
・
地
域
の
人
々
の
尊
崇
の

的
と
な
っ
て
い
ま
す
。
同
窓
生
た
ち
は
、
お
子

様
の
無
か
っ
た
尾
崎
先
生
の
50

年
忌
法
要
を

営
み
、
現
在
も
墓
守
を
続
け
て
い
ま
す
。
校
門

前
に
は
、
20

年
間
校
長
を
務
め
ら
れ
た
尾
崎

先
生
の
頌
徳
碑
を
建
て
、｢

師
弟
同
行｣

で
造
り

上
げ
た
防
風
堤
の
一
端
の｢

小
田
原
山｣

と
呼

ば
れ
る
高
所
に
は
、
小
田
原
先
生
の
顕
彰
碑
も

建
て
、
お
二
人
の
功
績
を
讃
え
て
い
ま
す
。 

 

(注 1)

嘉
納
治
五
郎 

 

講
道
館
柔
道
の
創
始
者
。
1893

［明
治
26

］年
よ
り
通
算
25

年
ほ

ど
東
京
高
等
師
範
学
校
の
校
長
及
び
東
京
高
等
師
範
学
校
附

属
中
学
校(

現
筑
波
大
学
附
属
中
学
校
・
高
等
学
校)

校
長
を
務
め

た
。 

 

(注 2)

水
泳
指
導 

 

当
時
の
土
浦
中
学
校
で
は
、
夏
休
み
に
霞
ヶ
浦
田
村
弁
財

天
下
で
水
練(

水
泳
訓
練)

が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
尾
崎
先
生
が

古
式(

日
本)

泳
法
の
指
導
に
当
た
って
い
た
。
田
村
弁
財
天
下
ま

で
は
、
川
口
の
艇
庫
か
ら
、
参
加
者
が
分
乗
し
て
ボ
ー
ト
を
漕
い

で
行
った
。 

日
本
で
近
代
４
泳
法(

ク
ロ
ー
ル
、
背
泳
ぎ
、
平
泳
ぎ
、
バ
タ
フ
ラ
イ)

が
普
及
し
た
の
は
、
大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期
に
掛
け
る
て
で

あ
る
。 

注 3)

ド
カ
中
精
神 

 

尾
崎
校
長
は
、
小
田
原
教
頭
と
と
も
に
、
自
発
的
、
能
動
的
な

労
作
す
な
わ
ち
勤
労
作
業
を
中
心
原
理
と
し
て
、
生
徒
の
人
格

形
成
を
目
指
す｢

労
作
教
育｣

を
目
標
に
掲
げ
、
運
動
場
の
整

備
や
防
風
堤
・
プ
ー
ル
な
ど
の
全
て
の
造
営
を
、
生
徒
た
ち
と
教

師
に
よ
って
行
って
い
った
。
他
の
学
校
の
生
徒
か
ら
は
、｢

土
方
【ど

か
た 

土
木
工
事
に
従
事
す
る
労
働
者
。
土
工
】
作
業
の
“
ド
カ
中
”｣

と
呼
ば
れ
、
保
護
者
か
ら
も
、｢

上
の
学
校
に
進
学
さ
せ
る
た
め

に
こ
の
学
校
に
入
れ
た
の
に
、
土
方
仕
事
ば
か
り
や
ら
せ
て｣

と
の

ク
レ
ー
ム
も
寄
せ
ら
れ
た
が
、
第
１
回
卒
業
生
か
ら
、
次
々
と
優

秀
な
上
級
学
校
へ
の
合
格
者
が
出
て
、
そ
の
成
果
を
証
明
し
た
。

こ
の
勤
労
作
業
に
よ
っ
て
培
わ
れ
た
不
撓
不
屈
の
精
神
が
、｢

建

学
の
こ
こ
ろ｣

と
な
り
、
「
ド
カ
中
精
神
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。 

 

な
お
、
尾
崎
先
生
と
小
田
原
先
生
と
の
土
浦
中
学
で
の
出
会
い

と
別
れ
、
見
付
中
学
で
の
再
会
、
学
校
建
設
に
つ
い
て
は
、
本
紙

第
22

号
で
詳
述
し
て
い
る
。 

 
｢

鹿
島
遠
漕
記
事｣

 

橋
本
芳
雄 

 
【
1909

年
７
月
24

日
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
た
田
村
弁

財
天
下
で
の
水
泳
訓
練
は
】
二
週
日
の
間
、
炎
天

の
下
に
河
童
の
仲
間
入
り
し
た
効
果
顕
は
れ

て
、
十
町
【
約

1100

ｍ
】
渡
の
試
験
も
無
事
済
ん

だ
八
月
七
日
、
一
同
芝
の
上
に
休
ん
で
居
る
と
、

さ
て
愈
【
い
よ
い
よ
】
明
日
で
水
泳
も
終
は
る
、

所
で
一
同
遠
漕
は
如
何
【
い
か
が
】
か
と
尾
崎

先
生
の
発
議
。
恰
【
ち
ょ
う
ど
。
あ
た
か
も
】
僕

等
の
希
望
で
あ
つ
た
の
で
、
忽
ち
【
た
ち
ま
ち
】

賛
成
々
々
と
叫
ん
だ
。
然
ら
ば
何
処
が
好
か
ら

う
と
云
ふ
問
題
に
な
つ
た
。
や
れ
佐
原
が
好
か

ら
う
銚
子
は
如
何
だ
、
浮
島
(注 4)

一
週
【
一
周
】

は
面
白
い
で
は
な
い
か
な
ど
云
ふ
議
論
が
出

た
が
、
結
局
鹿
島
が
よ
か
ら
う
と
の
事
に
な
つ

た
。
是
は
即
ち
そ
の
日
記
で
あ
る
。 

 

(注 4)

浮
島 

 

現
在
の
稲
敷
市
の
北
東
部
の
、
霞
ヶ
浦
に
浮
か
ぶ
島
で
あ
っ
た

が
、
1960

［
昭
和
35

］
～
1966

年
に
掛
け
て
干
拓
が
行
わ
れ
、
現
在
で

は
陸
続
き
と
な
っ
て
い
る
。
『常
陸
国
風
土
記
』信
太
郡
の
条
に
、

｢

乗
浜(

の
り
は
ま)

の
里
の
東
に
、
浮
島
の
村
あ
り
。
四
面
絶
海

(

よ
も
う
み)

に
し
て
、
山
と
野
交
錯
れ(

ま
じ
れ)

り
。
戸(

い
え)

は

一
十
五
烟(

と
お
あ
ま
り
い
つ
つ)

、
田
は
七
八
町
余(

し
ち
は
ち
と

こ
ろ
あ
ま
り)

な
り
。
居
め(

す
め)

る
百
姓(

お
お
み
た
か
ら)

、
塩

を
焼
き
て
業(

な
り
わ
い)

と
為
す(

な
す)

。｣

と
あ
り
、
古
く
は
製

塩
も
行
わ
れ
て
い
た
。 

八
月
九
日(

第
一
日)

。 

《
午
前
四
時
起
床
朝
食
を
終
え
五
時
【
川
口

の
】
艇
庫
に
行
く
来
れ
る
も
の
僅
か
に
三
人
更

に
待
つ
こ
と
少
時
二
人
を
残
し
て
皆
来
る
》 

             

今
日
は
愈
遠
漕
の
当
日
な
の
で
、
前
日
の
規

約
【
関
係
者
の
間
で
相
談
し
て
決
め
た
約
束
】
の
頭

大
の
【
握
り
飯
の
】
弁
当
と
米
一
升
と
を
腰
に

ぶ
ら
下
げ
て
川
口
に
行
つ
た
。
夜
は
漸
う
【
よ

う
よ
う
】
明
け
放
れ
て
、
真
紅
の
太
陽
が
湖
上

に
姿
を
現
は
し
、
岸
辺
の
蘆
に
宿
る
露
が
キ
ラ

〱
と
輝
き
始
め
た
。
や
が
て
人
員
も
揃
つ
た

の
で
、
霞
桜
の
二
艇
を
下
し
左
の
如
く
乗
組
員

を
編
成
し
た
。 

｢

桜｣

尾
崎
先
生
、
渡
辺
、
塚
本
、
黒
岩
、 

 
 

山
本
、
飯
塚
、
中
野
、
野
口
、
岩
沢 

｢

霞｣

舟
本
氏
【
尾
崎
先
生
の
従
弟
の
船
本
昇
、 

 
 

同
晋
の
い
ず
れ
か
と
思
わ
れ
る
】
、 

 
 

川
澄
、
川
井
、
橋
本
、
伊
藤
、
須
田
、 

 
 

中
島
、
鈴
木
、
関
谷 

 

午
前
六
時
、
川
口
出
発
。
僕
等
は
此
壮
快
な

る
首
途
【
し
ゅ
と 

出
立
す
る
こ
と
。
旅
立
ち
】
に

就
い
た
。
二
艇
は
静
か
な
湖
上
を
勇
ま
し
く
蹴

破
つ
て
行
く
。
今
日
は
、
風
無
く
波
無
く
周
辺

の
も
の
ゝ
皆
逆
様
に
影
を
写
し
て
居
る
。
田
村

の
弁
天
の
前
で
待
つ
て
、
居
つ
た
野
口
君
を
載

せ
【
乗
せ
】
、
二
艇
は
相
並
ん
で
進
ん
だ
。 

《
六
時
出
発
野
口
を
田
村
弁
天
社
に
向
へ
【
迎

へ
】
直
ち
に
出
発
》 

           

沖
宿
が
緑
な
す
木
立
の
間
に
、
白
い
壁
や
ら

茅
葺
【
か
や
ぶ
き
】
の
屋
根
や
ら
を
見
せ
、
そ

れ
が
す
つ
く
り
水
に
写
る
。
年
老
い
た
爺
婆
が

網
を
打
つ
て
居
た
。
絵
本
で
見
た
桃
太
郎
の
両

親
に
よ
く
似
て
居
る
。
洗
濯
も
済
み
柴
も
隨
分

取
つ
た
の
で
、
今
日
は
可
愛
い
息
子
に
、
魚
な

り
と
食
べ
さ
さ
う
と
、
二
人
で
出
て
来
た
ら
し

い
。 

 

沖
宿
か
ら
は
、
対
岸
【
美
浦
村
大
山
】
の
大

山
鼻
を
目
懸
け
て
突
進
し
た
。
今
日
は
元
気
に

充
ち
て
居
る
為
か
、
川
口
か
ら
田
村
ま
で
や
つ

と
の
僕
で
さ
へ
中
々
漕
げ
る
。
茲
に
【
こ
こ
に
】

勇
気
百
倍
し
て
大
い
に
漕
い
だ
、
元
よ
り
十
や

二
十
の
肉
刺
【
ま
め
】
は
、
覚
悟
の
前
【
前
も

っ
て
心
構
え
の
で
き
て
い
る
こ
と
。
覚
悟
の
上
】
だ
。 

 

尚
も
漕
ぐ
中
に
鼻
は
だ
ん

〱
近
づ
き
、
木

や
家
が
よ
く
見
え
る
、
か
【
が
】
中
々
行
け
ぬ
。

皆
大
い
に
腕
を
振
つ
た
。
や
が
て
オ
ー
ル
、
フ

ロ
ー
【
漕
ぐ
の
を
止
め
、
艇
を
流
れ
に
任
す
】
。
皆

汗
を
拭
い
た
、
軟
い
【
よ
わ
い
】
風
が
ソ
ヨ

〱
と
頬
を
撫
で
た
。
已
に
鼻
は
越
し
て
居
た
。 

《
此
日
風
収
ま
り
波
凪
ぎ
【
な
ぎ
】
て
湖
面
鏡

の
如
く
二
艇
相
并
び
【
な
ら
び
】
て
進
む 

大

山
岬
を
廻
る
頃
烈
日
激
し
く
焼
く
が
如
し
》 

 
 
  

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 (

高
21

回 

松
井
泰
寿)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小田原教頭と小田原山 

川口艇庫 

田村弁財天 
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